
　　　　

2025 年 3 月 6 日

9 時 30 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・保護者懇親会　・夏祭り　・水遊び　・七夕祭り　・ハロウィンパーティー　・クリスマス会　・お餅つき　・初もうで
・節分・ひな祭り　・綿菓子づくり体験　・フラワーアレンジメント　・防災訓練(避難訓練)　・防犯訓練

家族支援

・送迎時や面談、担当者会議の際に保護者と情報共有を行う。
・家族のレスパイト支援や助言を行う。
・状況に応じた延長支援を行う。(臨時休校・特別時制・短縮授業等)

移行支援
学校・併用事業所・相談支援事業と密に情報共有を行い、包括的な
支援を行う。

地域支援・地域連携
・学校や併用事業所、相談支援事業所との情報共有を密にし連携強化を図る。
・地域の公共施設を利用し、地域資源を活用する。
・地域イベントに参加し、地域住民と交流を行う。

職員の質の向上

・社内研修や外部セミナーに参加し、支援スキルを向上させる。
・毎日の申し送りや、定期的なミーティングで情報共有を行ない、支援
　方針を統一させる。

支　援　内　容

本
人
支
援

・『手洗い』『うがい』などの衛生管理、身の回りの『整理整頓』など基本的生活習慣を身につけ、年齢に合った自己管理ができるようにする。
・『今は何をする時間なのか』をスケジュール表などで視覚的に伝え、時間の流れを意識できるようにする。
・『道路では交通ルールを守る』、『刃物(ハサミやカッター)や火の取り扱いには気を付ける』など、安全に関するルールを学ぶ。

・体幹やバランス感覚を鍛えるために、トランポリン・スイング・縄跳び・ボール投げ等の粗大運動、手先の器用さを養う活動として、お箸の練習、折り紙、蝶々結び等の微細運動を行う。
・手足の連動や空間認知能力を向上させるため、リズム運動、キャッチボールや風船バレー、縄跳び、模倣運動等の協調運動を行う。
・トランポリン・スイング・バランスボール・飛び石・触覚を刺激する遊び等の感覚統合遊びを行う。

・活動の切り替えをビジュアルタイマー等で視覚的に分かりやすく知らせ、言葉でも『あと何分で終わります』『始めます』と伝えることで、スムーズな切り替えができるように支援する。
・簡単なルールのある遊びや活動を通じて、指示を理解する力を養う。
・情報を保持しながら処理する遊び、記憶を活用しながら問題を解く遊びなどを行う。目、耳、体を活用する活動を組み合わせて記憶の定着を高める。

・集団活動や遊びの場を通じて『挨拶をする』『思いを伝える』『知りたい事を尋ねる』『聞かれたことに答える』等の場面を設け、楽しみながら言葉に触れる機会を提供する。
　必要に応じて職員が仲立ちしながらサポートを行う。ロールプレイを行い、日常生活で必要な言語スキルを実践的に学ぶ。
・一人ひとりの発達段階に対応し、言葉以外でのコミュニケーション手段の獲得を支援する。(絵カード、指差し、身振り手振り、サイン等)

・集団活動の中で役割分担や協力を経験することで、役割を果たす責任や、ルールを守ることの大切さを知らせ、安定した人間関係の形成を支援する。
・SSTを行い『友だちに優しく話しかける』『順番を守る』『相手の気持ちを考えて行動する』など基本的な対人スキルを練習する。

法人（事業所）理念
TetoTeを利用する子供たちのほとんどは、将来、一般社会に出て暮らしていきます。学校や家庭で少し『苦手』だったり、『不得手』だったりすることを、TetoTeに来て、『楽しく』克服できたらと考えて
います。また同時に、子供たちの『好きなこと』や『得意なこと』を褒めながら伸ばすことで、将来の『強み』にしてあげたいとも考えています。
一日一日の変化は僅かでも、積み重ねていくことによって、『大きなステップ』にできるよう、職員一丸となって、子供たち一人ひとりにしっかりと寄り添った事業所にしていきます。

支援方針
TetoTeではそれぞれが主体性のある形で、個別活動・集団活動を楽しみながら療育を行っていきます。一人ひとりのペースをベースとしてTetoTeを無理なく利用できるように、体調や環境
等の配慮を行います。※必要時は、ご家族さま、関係機関と情報共有を行います。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 放課後等デイサービスTetoTe 支援プログラム 作成日


